
一般財団法人 機械振興協会経済研究所 主催
独立行政法人 経済産業研究所 共催

第453回 機振協セミナーのご案内

「日本の今後のエネルギー政策に向けて」
（洋上風力発電・その他再生エネルギーの役割）

ウクライナ危機による原油価格の高騰、そして天然ガスの争奪が始まった。

天然ガスを液化し、海上輸送する方法は50年前に日本が初めて開発したもの。今後、地政学的理由で

天然ガスのパイプライン輸送からLNG化への転換が進む中で、日本の技術がエネルギー需給の行方を決め

るカギとなるのではないか。

また、再生エネルギーの中で最も期待される洋上風力発電。日本はこの新しい方式を再生エネルギーの中

心に確立することが可能なのか。

世界のエネルギー大転換点における現状を見据え、日本企業がどう動くべきかを考察する。

■開催日時 2022年8月23日（火）13：30～15：00

■開催方式 WEBシステムにより開催

事前申込制（先着150名 参加費無料）

■講師 機械振興協会 経済研究所 特別顧問

三菱UFJリサーチ＆コンサルティング㈱ 理事長

独立行政法人 経済産業研究所 上席研究員（特任） 竹森 俊平

■モデレータ 独立行政法人 経済産業研究所 国際・広報ディレクター

経済産業省大臣官房参事 佐分利応貴

申込み受付は、
（https://forms.gle/8ZMneX1cQ3Y6kSyu8 もしくは右のQRコード）より

8月17日（水）までにお申込み下さい。

受付完了後メールにてWeb会議参加要領をお送りします。受講票は発行いたしません。
受講時にご使用していただく資料は後日メールにてお送り致します。
なお、ご提供頂く個人情報は、当協会セミナー、講演会及び展示会関連等以外に使用致しません。
WEB会議中の画面録画や録画した映像の転載は禁止させて頂きます。

お問い合わせ先 E-mail：somu3@jmf.or.jp  
（運営委託先：日本機械工業連合会 総務）


